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平成２５年度 芳賀町立芳賀中学校 学校評価書

学校評価のねらい
すべての教育活動その他の学校運営が効果的に実施できているかどうか、保護者、学校、地域住民(学校評議員＝学校

関係者評価委員)等が連携し、評価する。それらを通して、生徒がよりよい教育活動を受けられることをめざし、学校を
よりよくするための方策を明らかにする。

１ 校訓・教育目標

（創造）創造 自ら学ぶ生徒
校訓 教育目標 （敬愛）敬愛 心豊かな生徒

（実践）実践 たくましい生徒
（本校の使命）ふるさとを愛する生徒

２ 目指す学校像

すべての生徒と職員が
夢を育み 知を磨き(創造) 心豊かに(敬愛) 汗を流して(実践)

高め合う学校

３ 学校経営の方針

基本経営理念： 明日の芳賀町を担う生徒の育成」 ～誇れる、つよい学校・生徒づくり～「
１ 生涯学習社会に生きる生徒の育成
２ 望ましい生活習慣と社会性の育成
３ 確かな学力の保証
４ 豊かな心をもつ生徒の育成
５ 健やかな体をもつ生徒の育成
６ 全職員による学校経営参画
７ 家庭や地域、関係機関との協働による学校経営

４ 本年度の指導視座と重点項目

視 座：１０年後の勝負に勝てる生徒を育てる
重点項目：人間力の基礎・基盤をつくる・・・思いやりの心と確固たる生活習慣

→おみそあじ・・・ 思いやり 身だしなみ そうじ あいさつ 時間を守る」「

５ 今年度の重点目標・努力点

プロジェクト知１ 確かな学力を身に付けた生徒の育成
①基礎的・基本的な知識や技能の定着
②課題解決のための思考力・判断力・表現力の育成
③主体的な学習態度の育成

プロジェクト徳２ 豊かな心をもつ生徒の育成
①道徳の授業の充実
②学校の教育活動全体を通して行う道徳教育の充実

プロジェクト体３ 健やかな体をもつ生徒の育成
①心身の健康増進
②部活動の充実

生き方指導４ 夢や目標に向かって力強く自己実現を図っていく生徒の育成
①学業指導の充実
②生活の基盤づくり
③郷土愛の育成
④生涯学習社会に生きる資質の育成

６ 評価の仕方

教職員・学校関係者評価委員の評価評価ランク 生徒・保護者の評価
※評価の中で 多数のものを評価値とする。

Ａ よくあてはまる 十分達成できた
※学校関係者評価欄の□は成果、■は課題とす

る。Ｂ ほぼあてはまる 概ね達成できた

Ｃ あまりあてはまらない あまり達成できなかった

Ｄ まったくあてはまらない 達成できなかった

Ｅ よくわからない
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７ 評価表
評価 自己評価 学校関係者評価
項目 評価指標 主な具体の評価指標

評価 達成状況と改善策 評価 □成果 ■課題
・教職員は基礎的 ①どの子にもわかりや 【達成状況】

・基本的な知識 すい手立てを実践し ・授業の始めの本時のねらいの提示、学
や技能の定着に 授業展開している。 Ｂ 習過程の提示、視覚情報の提示、個別
努めている。 指導の工夫等、わかりやすい手立てを

実践している。

【改善策】 □学力向上のため
・ねらいや学習過程の提示等、研究して の取組が明確で1

確かな きた手立てをもう一度見直す。 あるので、全職
学力を ・授業の中での工夫が生徒にとってはわ 員の共通行動で
身に付 かりやすいと感じたかどうか、授業の 成果が上がって
けた生 後にアンケートをとって検証する。 いる。
徒の育 ②基礎・基本の知識や 【達成状況】
成 技能を定着させる手 ・授業の始めの本時のねらいの提示、授

立てを講じている。 Ｂ 業の流れの提示、電子黒板・具体物・ Ａ ■あいさつや文章プロジ
ワークシート・ホワイトボードなど提 を読み上げるこェクト
示資料の工夫、小テストの実施、ふり とはできるが、知
かえりの学習、個に応じたヒントプリ 会話や原稿なし
ントの工夫等の手立てを講じている。 の発表となると

伝えることがう
【改善策】 まくできない。
・小テストの実施、ワークの提出、ワー その当たりの訓

クシートの工夫、復習プリントの作成 練が必要。
と実施。

・小テストによる基礎基本の定着のため
に、再テスト、ＮＧレポート、プレテ

。 、 、スト等を行う また 問題数を減らし
できる喜びを味わわせる。

・質問・自習の時間をテスト初日にも行
い、回数を増やす。

・ 学習の心得七箇条」の中から、月の「
、 。目標を選び 月末に振り返りをさせる

また、もっと意識して指導する。
・学習会で行う内容を提示して、授業形

式にし、参加者を募る。
・教職員は生徒の ③観察・実験・レポー 【達成状況】

思考力・判断力 ト作成・論述・発表 ・国語・理科の授業では論述や発表の活
・表現力の育成 など、言語活動を取 Ｂ 動をよく取り入れている。
に努めている。 り入れている。

【改善策】
・総合的な学習の時間においてレポート

にまとめたり、発表を行っているが、
調べ学習ではなく、課題解決学習にな
るよう充実させる。

・全ての教科・領域でもっと取り入れて
授業展開する。

④コミュニケーション 【達成状況】
能力を育成するため ・国語、英語、理科、社会、体育の授業
授業の中にペア学習 Ｂ ではペア学習やグループ学習を実施し
やグループ学習など ている。
すべての生徒が話し
たり聞いたりする場 【改善策】
のある授業を進めて ・全ての教科・領域で実践していく。
いる。 ・話し合い活動の方法を指導する。

・ １分間スピーチ」を原稿なしで行わ「
せる。

・教職員は生徒の ⑤興味、関心を高める 【達成状況】
主体的な学習態 ために、教材の活用 ・教材の開発、具体物の提示、 近の話
度の育成に努め や授業展開の工夫に Ｂ 題の活用、 ワークシートや資料の活用
ている。 取り組んでいる。 等に取り組んでいる。

⑥ 家庭学習の手引き 【達成状況】「 」
「学びのすすめ」な ・年度当初に活用して指導した。
どを活用し、家庭学 Ｂ
習への取り組み方を 【改善策】
指導している。 ・全ての教科担任、学級担任で、年間を

通して随時取り組んでいく。
。・具体例を挙げて取り組み方を指導する

・教科の学習法と家庭学習法に整合性を
もたせたたり、見やすい資料(学びのす
すめ)にする。

外部ｱﾝｹｰﾄ 生 徒 保護者 意 見
・私は授業がよく ・授業の進むペースが速い。大切な所は時間を

わかる。 Ｂ かけてほしい。もう少しわかりやすくしてほ
しい。
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・文字を読みやすく書いてほしい。
・細かい部分まで授業で教えてほしい。
・もう少し説明の声を大きくしてほしい。
・テスト期間だけでなく時々ワークをやる時間

がほしい。テスト前の課題が多すぎる。
・ わかりません」の解答に対して理解するま「

で指し続けるのはやめて、わからないところ
を解説してほしい。

・英語の授業のとき、教科書の本文を読むのを
・私は学習内容の ふやしてほしい(あまり覚えられないから)。

大切なところが Ｂ ・ワークを使った授業をしてほしい。
身についている ・テスト範囲の説明をもう少し詳しく書いてほ

しい。
・授業で発表するとき、生徒にすべてやらせる

とスムーズにいかないので、先生が説明して
ほしい。

・テスト前なのに範囲以外のところを進めて復
・私は人前で自分 習しないので復習した方がよい。

の考えを発表す Ｃ ・なかなか人前で発表するのが下手なので、文
ることができる 化祭の生徒会イベントに参加したい。

・私は授業に一生 ・授業で積極的に挙手できるようにしたい。
懸命に取り組ん Ａ ・平等に教えて欲しい。
でいる。 ・家庭学習ノートを２ページにしてほしい。

・私は毎日家庭学 ・机が小さく感じる(大きい方がいい)。
習をしている。 Ａ ・質問・自習の時間など、先生に分からない所

を聞きに行ける時間がもっとほしいです。
・子どもは授業が ・授業の他に苦手な科目の基礎・基本を教えて

よくわかってい Ｂ くれるような時間を設けていただけるとあり
る。 がたい。多分、自分からは、参加しないと思

うので、強制的でも教えてほしい。
・子どもは学習内 ・授業に関しては、個人ごとに理解力の差があ

容の基礎・基本 Ｂ るので、各教科の先生はテスト結果を授業に
が身についてい 反映してほしい。

。 、る。 ・前年に比べ成績が下がった 分からないこと
・子どもは人前で 学習の仕方、悩んでいた時期があり、気づい

自分の考えを発 Ｂ たら力になって頂きたい。
表できている。 ・科目によっては、補助の先生を増やすなど細

かいフォロー、学力向上をお願いします。英
・子どもは授業に 語などネーティブの授業を増やすなど座学も

意欲的に取り組 Ｂ リスニングも充実して頂きたい。
んでいる。 ・陸上大会に参加し、１日授業を抜けるとその

日にやった内容がわからなくなるそうなので
・子どもは毎日家 フォローして欲しい。

庭学習をする習 Ｂ ・教科によってわかりやすさに差があります。
慣が身について ・授業中の先生の字が小さかったり、声が小さ
いる。 かったりと言っています。

・うるさくしている生徒を注意しない事がある
そうです。

・授業の進みが遅いのでつまらないと言ってま
す。先生の話が授業以外の話に言ってしまい
授業が進まない。多少は分かりますが、あま
り多いのはどうかと思う。

・先生はある特定の生徒と授業をしているとき
がある。

・自分の考えが発表できるかどうか、 近の学
校での様子を知りたい。

・得意科目や好きな科目についてはよく理解し
意欲がありますが、その反対の科目となると
極端に悪い。

評価 自己評価 学校関係者評価
項目 評価指標 主な具体の評価指標

評価 達成状況と改善策 評価 □成果と■課題
・教職員は道徳の ①道徳の授業時数３５ 【達成状況】

授業の充実に努 時間を実質的に確保 ・出張や行事等でカットになった分を学
めている。 している。 Ｂ 級活動と振り替えて時数を確保してい □道徳の授業参観

る。 や道徳通信の発
行と、よく取り
組んでいる。

②「生命尊重 「思い 【達成状況】」
やり 「感謝」を内 ・道徳教育推進教師と相談しながら授業」

、 「 」容項目とした道徳の Ｂ づくりを行ったり 学年共通で 生命
授業の充実に努めて や「勤労」等のテーマに取り組むこと ■道徳通信をもと
いる。 ができた。また、生活の中で使える資 に家庭で話題に2

豊かな 料を選び、心に響くように指導した。 しているかどう
心をも ③道徳の授業公開、参 【達成状況】 か、調べてみて
つ生徒 観後の懇談会、道徳 ・道徳教育推進教師が中心となって実施 親の意識を知る
の育成 通信の発行を実施す Ｂ することができた。また、学年ごとに Ａ のもよいのでは

ることができている 「道徳通信」も２回発行できた。授業 ないのか。プロジ
参観では「いじめ」をテーマに授業をェクト
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し、保護者と話をすることができた。徳

【改善策】
・学級でも「道徳通信」を発行し、道徳

教育を家庭と連携してできるようにす
る。

・ 学校づくりアンケート」で、保護者「
が「道徳通信」を活用しているか、調
べる。

・教職員は学校の ④学校行事に積極的に 【達成状況】
教育活動全体を 取り組むように支援 ・行事の振り返りを通して、感動を追体
通して行う道徳 し 「感動」を与え Ａ 験している。、
教育の充実に努 ることができている ・行事を通して団結することの大切さ(望
めている。 ましい人間関係の構築力)、一生懸命や

ることのすばらしさ(自主的、実践的な
態度の育成)を伝えている。

⑤体験活動との関連を 【達成状況】
図るため 「道徳コ ・掲示物を工夫している。、
ーナー」を充実させ Ｂ
ることができている 【改善策】

・全教員が係わっていく必要がある。
・授業内容に関係ある写真を掲示する。

⑥清掃活動において、 【改善策】
「 」 、「６つのルール」を ・清掃活動の ６つのルール を掲示し

徹底させ、母校を研 Ｂ 意識付けをする。また、その都度 「６、
き、心を磨くことが つのルール」を意識しているかどうか
できている。 指導する。

・全職員がチャイム前に分担場所に行っ
て指導するように徹底する。

・清掃活動の写真を掲示し、清掃の素晴
らしさを感じさせる。

外部ｱﾝｹｰﾄ 生 徒 保護者 意 見
・私は道徳の授業 ・もっと思いやりに関して授業をしてほしい。

で 生命尊重 Ａ ・清掃用具を充実させてほしい。、「 」
思いやり 感 ・清掃の時間が短い。(時間内におわらないこ「 」「

謝」の心などを とがある。)
学んでいる。 ・本校の約束の無言清掃ができていない。

・私は清掃活動に ・半袖、ハーフパンでの清掃は、まず先生が模
一生懸命取り組 Ａ 範になるべきではないか。
んでいる。 ・部活動の時間がとても短い。月曜日の休みを

なくしてほしい。
・子どもは「生命 ・相手の気持ちを考えられず、簡単に普通の会

尊重 「思いや 話のように平気で言うような雰囲気があり問」
り 「感謝」の Ｂ 題だと思う。まじめに良い行動、勉強などす」
心の大切さを感 る様子をみせると逆にちゃかすような雰囲気
じている。 があるようです。

・子どもは家庭で ・友達に対しての思いやりがかけているのでク
一生懸命家事等 ラスが好きではありませんと、子どもが言っ
の手伝いをして Ｃ ていました。
いる。 ・部活動や勉学に励まなければならず、中学生

が家庭の手伝いをするのは難しいと感じてい
る。親もつい過保護になりがちです。

・手伝いをしてほしいが、何故かしてくれませ
ん。どうしたらよいか模索中です。

評価 自己評価 学校関係者評価
項目 評価指標 主な具体の評価指標

評価 達成状況と改善策 評価 □成果と■課題
・教職員は生徒の ①「早寝・早起き・朝 【達成状況】

心身の健康増進 ご飯」の習慣化に努 ・生徒に常に話をしたり、学級だよりで
に努めている。 めている。 Ｂ 啓発している。

・アンケートによると意識しているとい
う割合が上がっている。 □部活動で成果が

上がっており、
【改善策】 すばらしい。
・親子で「早寝・早起き・朝ご飯」の講

話を聴く機会を設ける。
・生徒、保護者に根気よく働きかけてい3

健やか く。
な体を ②教科や学級活動等で 【達成状況】
もつ生 食育の授業を行って ・学年朝会で栄養教諭による講話を行っ
徒の育 いる。 Ｂ た。その成果が出ている。 ■早寝ができない
成 ようである。学

【改善策】 校が要求していプロジ
・栄養教諭と連携しての授業を定期的に Ａ る学年＋１時間ェクト

入れる。 の学習時間では体
・身だしなみ、つめ、白衣などのチェッ 無理がある。

クを強化する。
・教師間で気になったことの情報交換を

する。
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・生徒、保護者に根気よく働きかけてい
く。

③新体力テストの結果 【達成状況】
を活用し、授業で補 ・不足している体力の強化を意識し、主
強運動に努めている Ｂ 運動前に取り入れている。

【改善策】
・体育集会など、楽しく体を動かせる企

画をする。
・教職員は部活 ④目標をもって意欲的 【達成状況】

動の充実に努 に部活動に取り組ま ・高い目標をもたせ運営している。
めている。 せる運営ができてい Ｂ

る。 【改善策】
・部顧問間でよく話し合い、運営につい

て協力していく。
・部活動に目標がもてていない生徒に、

満足、達成感をもたせ、ねぎらいの言
葉をかける。

外部ｱﾝｹｰﾄ 生 徒 保護者 意 見
・私は「早寝・早 ・なかなか０時に寝れない（テスト勉強で０時

起き・朝ご飯」 Ａ を過ぎてしまう 。）
を実践している ・おかしを食べてしまう。

・テスト前に部活動をするのはやめてほしい。
・私は食生活をよ ・もっと部活動時間を延長して欲しい。

くしようとして Ａ ・何で月曜日休みになったのかがわからない。
いる。 ・もう少し体力に合った部活動をやってほしい

先生が勝手に決めないで、生徒の意見を聞い
・私は意識して体 てほしい。

力向上に努めて Ａ ・部活動の大会等で良い成績を残したとしても
いる。 自分一人ばっかり怒られる理由が分からない

・レギュラーを選ぶときは実績じゃなく実力で
・私は目標をもっ 見てほしい。

て意欲的に部活 Ａ
動に取り組んで
いる。

・子どもは「早寝 ・給食献立会(試食会)よかったです。
・早起き・朝ご Ａ ・毎日の通学だけでもかなりの運動だと思いま
飯」の習慣が身 す。おかげで、体力もつき、食事の量も増え
についている。 ました。

・子どもは食生活 ・部活動で体力がついてきています。
の改善に努めて Ｂ ・部活動では、先輩によく見てもらったりして
いる。 いる。

、 、 、・未加入であるが陸上 駅伝では 自分のため
・子どもは体力が 学校のため、チームのためにつらいこともあ

ついてきている Ａ ったが頑張っていた。目標が明確であり、い
い経験をさせて頂いたと思う。

・何かと忙しくても、学習の時間を確保させた
・子どもは部活動 い。

に意欲的に取り Ａ ・常にバランスよく食べているから。
組んでいる。 ・部活動以外のスポーツ

・必修科目である柔道ですが、この時期、ケガ
の率が高く、部活動への影響も大きいように
感じられます。

評価 自己評価 学校関係者評価
項目 評価指標 主な具体の評価指標

評価 達成状況と改善策 評価 □成果と■課題
・教職員は学業指 ①一人一人が学級に所 【達成状況】

導の充実に努め 属感や連帯感を感じ ・芳賀中版「学業指導の手引き」をまと
ている。 る居心地のよい学級 Ｂ めて、学校全体に働きかけをした。

。づくりに努めている ・生徒主体の取組活動を取り入れている
・一人一人の個性を生かした学級づくり

に取り組んでいる 。。

【改善策】
・不登校が増えて、対応のサポートがで

きていないので、トライやＳＣとうま
く連携をとる。トライの活用方法を確
かめ、学年の先生の関わりも増やして
いく。

・芳賀中版「学業指導の手引き」のフィ
ードバックをする。改善、活用する。

②集団生活や対人関係 【達成状況】 □３年間で大きく4
夢や目 におけるルールが生 ・善悪の判断、人間関係づくり等、大切 成長した生徒の
標に向 徒に共有され、人間 Ｂ な事を指導している。 姿を見かけまし
かって 関係が良好な学級づ た。
力強く くりに努めている。 【改善策】
自己実 ・不登校で困っている生徒には、その行 Ａ
現を図 動を理解してサポートし、学校が楽し
ってい いと思わせる指導をする必要がある。
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く生徒 ③建設的な相互作用が 【達成状況】
の育成 ある学級づくりに努 ・自治を心がけて指導している。

めている。 Ｂ ・互いによいところを認め、発表してい生き方
る。指導

・切磋琢磨したり、助け合ったりするこ
とを指導している。

・行事等を通して成長することができて
いる。

【改善策】
・学活、道徳を充実させていく。学級間

。で資料や授業の内容の情報交換を行う

・教職員は子ど ④基本的な生活習慣の 【達成状況】
もの生活の基 確立に努めている。 ・繰り返し指導している。
盤づくりに努 Ｂ ・時間、あいさつ、整理整頓、身だしな
めている。 み、返事、係活動等をしっかりやるよ

うに指導している。
・保健集会を通して伝えることができて

いる。
・チャイム前に授業に行く先生がほとん

どになった。

【改善策】
・自分たちで考えて行動できる学級づく

りを目指す。(生徒の自治能力・・・時
間になれば指示しなくても開始できる
しつけ、指導)

・部活動での指導に力を入れる。
⑤規範意識や倫理観の 【達成状況】

育成に努めている。 ・繰り返し指導している。
。Ｂ ・道徳の授業や全校集会で指導している

・ダメなものはダメと徹底させる雰囲気
づくりをしている。

【改善策】
・個別指導を充実させる。
・とらい、養護教諭、ＳＣがしっかり連

携をとることと、生徒指導主事が担任
をもたず、自由に動けるとよい。

・朝会の校長講話を学級でふり返ると効
果が大きくなる。

⑥キャリア教育・進路 【達成状況】
指導の充実に努めて ・進路実現を目指して計画的に指導して
いる。 Ｂ いる。

・高校入試の特色選抜についての理解を
深めさせるように指導している。

・マイ・チャレンジの体験活動を通して
指導している。

、・経験談や周囲の大人たちの話をしたり
あらゆる選択肢、可能性があることを
話している。

【改善策】
・教員がキャリア教育に関する研修をす

る必要がある。
・特別支援学級の就労体験をできるよう

にする。
・教職員は子ども ⑦生徒が町の行事(教 【達成状況】

の郷土愛の育成 育祭、体育祭、環境 ・積極的に呼びかけをしている。
に努めている。 美化の日等)に積極 Ｂ ・お囃子や地元の祭、道の駅でのイベン

的に参加するように トにも参加させている。
推奨している。 ・部活動の活動時刻を配慮している。

【改善策】
、・参加させるには家庭の教育力が必要で

保護者と連携していく。
・町民祭のサンマ焼きのボランティアに

。はもっとたくさんの生徒を参加させる
⑧総合的な学習の時間 【達成状況】

において、郷土に係 ・マイ・チャレンジとの関連で郷土につ
わる内容を取り上げ Ａ いて考えさせている。
郷土愛の育成に努め ・１，２年は地元密着型で進めていて、
ている。 関心を高めた。

【改善策】
・教育課程の編成に際し、総合のあり方

を見直す必要がある。
・テーマの見直しが必要である。１，２
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年のテーマは地域密着型がよい。
・教師側の事前準備を十分する。

・教職員は子ども ⑨学校生活の場面で主 【達成状況】
、が生涯学習社会 体的に選択、決定さ ・指導には時間をかける必要があるので

に生きていくた せ、その判断に責任 Ｂ そういう機会を増やしている。
めの資質の育成 をもたせる場や機会 ・今の考え方、行動が自分の生き方であ
に努めている。 を設定している。 ると指導している。

・なるべく生徒主体で活動できるように
心がけた

【改善策】
、 。・支持を減らし 考えさせる場を増やす

・頭ごなしの指導をせず、子どもの意見
を聞いてあげる機会をつくる。多感な
思春期なので、人前で叱るなど、自尊
心を傷つける指導はしない。

・社教主事資格者を活用し、生涯学習に
ついての話をする。

・生き方講話を実施する(赤羽さん、赤穂
さん、卒業生など)。

・教員が夢を語ったり、生徒をほめて育
てる指導をする。

外部ｱﾝｹｰﾄ 生 徒 保護者 意 見
・私たちの学級は ・男子が休み時間にうるさいので改善していき

互いに一人一人 たい。
を大切にし、居 Ａ ・自分勝手な人が多い。
心地がよい。 ・クラスの宿題の提出率が低かったり、休み時

間等の過ごし方が悪い。
・私たちの学級は ・生活面や社会ルールは本来、家庭で行うべき

一人一人がルー だが十分に注意が届かず学校の諸先生方にご
ルを守り、協力 Ｂ 指導して頂くことは申し訳なく思っています
的である。 が、本当にありがたいです。これからも厳し

くお願いします。
・私たちの学級は ・交通ルールのマナーの向上を強化すべきだと

一人一人が一生 思う。
懸命に諸活動に Ａ ・もっと身だしなみ(とくに髪)を強化すべきだ
取り組み、互い と思う。
に高め合ってい ・女子の言動に気をつけてほしい。本人たちは
る。 気にしていないようですが、正直いって今は

・私は町の行事 あまり学校に行きたくない。
。 。(教育祭、大運 ・クラスの雰囲気が悪すぎる いごこちが悪い

動会、梨の里マ Ａ このクラスにいるのがいやだ。どうすればク
ラソン、環境美 ラスが良くなるのでしょう？
化の日など)に ・けじめができない生徒が多い。
参加している。 ・先生がいない時うるさい。

・私は自分の考え ・先生たちは、怒ってばかりだからたまにはほ
を大切にし、自 めてほしい。
分をよりよくし Ａ ・部活動、大会などがあり、参加できないこと
ようとしている が多くなっている。

・町の行事があるときは、部活動を半日か休み
にしてほしい。

・子どもは学級・ ・大変恵まれた住環境で、友だちにも恵まれ、
学校が楽しいよ 先生方の熱心なご指導をいただき感謝してお
うである。 Ａ ります。

・クラスメイトやクラスの雰囲気がとても良い
ようで、とても楽しいと言っています。

・子どもは学級・ ・周りにあまり興味がないせいか、ただ何とな
学校でよい影響 く過ごしているような感じがします。
を受け、正しい Ｂ ・大勢の中でも自分の意見を一人一人言えるよ
行動がとれてい うになると良い。
る。 ・部活動での練習試合等で入ってしまうためな

・子どもは意欲的 かなか思う様に参加できないが、クリーン芳
に行動し、成長 賀には数回参加して社会参加を感じたのでは
している。 Ｂ ないかなと思う。

・学校生活はそれなりに充実しているようです
が、地域活動（ボランティア）などへの参加

・子どもは町の行 にも目を向けてほしいと思う。
事(教育祭、大 ・参加はしているけど意識が高まっていない。
運動会、梨の里 ・ 楽しさのあまり、悪い影響も受けてしまっ「
マラソン、環境 Ｂ ている 」と先生から指導があった。自制心。
美化の日など) がついてほしい。
に参加し、社会 ・全体認識としてはっきりといじめ(弱い者い
参加意識が高ま じめ含)や善悪が表立って(悪い時は悪いと
ってきている。 言える)相手の人格を尊重する雰囲気作りを

・子どもは自分の お願いします。
行動に責任がも ・部活動が嫌だ(行きたくない)と言う事が多く

。 。てるようになっ Ｂ なった 部活動の人間関係が疲れるようです
ている。 先輩や同じ部活動のメンバーの口の悪さ、先

生に対する態度が悪く、身近で見ていて嫌に
なるそうです。
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・登校拒否は直ったが油断すると学校を休もう
とする事があります。毎日が戦いです。クラ
ス替えをもう少し考えてほしかった。

・部活動や各種文化活動での子どもたちの活躍
の様子や地域のボランティア活動への取組の
状況を見るに、芳賀中学校は本当にすばらし
い学校だと誇りに思います。この状態がいつ
までも続きますように、日頃のあいさつや交
通マナー、日常生活の指導を地道に続けて頂
きたいと思います。

・校長先生が朝、登校する子どもたちを見届け
てくれ感謝しています。

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）

１ 確かな学力を身に付けた生徒の育成（プロジェクト知）
・２年間の研究において、授業の中で統一して行っていくと決めた 「どの子にも分かりやすい手立て」(授業の始めに、

本時のねらいの提示、学習過程の提示、視覚情報の提示、個別指導の工夫、学習プリントの工夫等)を全教員で実践し
た。生徒の「学校づくりアンケート」によると 「授業がわかる」と回答している生徒は昨年度と比較して微増であ、
った。来年度は授業をよりわかりやすくするために、教員が実践した手立てが生徒にとって本当に分かりやすいのか
どうかをその授業の中でアンケート調査し、次時に生かしていく。

・基礎的・基本的な知識や技能の定着のために 「朝の小テスト 「質問・自習の時間 「長期休業中の学習会」を実効、 」 」
性があるものとなるように改善する。

・思考力・判断力・表現力の育成のための話し合い活動や伝え合い活動を一部の教科でしかやれていなかったので、全
教科で実践していく。また、知識・技能を活用する学習活動の論述等も全教科で実践していく。総合的な学習の時間
については、課題解決学習になるよう、各学年の担当者を中心に検討する。

・主体的な学習態度の育成のために、興味・関心がもてる授業づくりに向けて授業研究を行うなど、さらに全職員で取
り組んでいく。家庭学習の習慣化のために 「家庭学習の手引き」を改善し年間を通して指導していく。、

２ 豊かな心をもつ生徒の育成（プロジェクト徳）
・道徳の実質的な授業時数が確保されていないので、振り替え授業等で確保に努める。
・道徳教育を学校と家庭で連携していくことをねらいに、道徳の授業参観(年１回)、道徳通信の発行(年２回)が実施で

きた。その取組がどの程度保護者に伝わっているか 「学校づくりアンケート」によって調査し確認し、働きかけて、
いく。

・生徒は学校行事に積極的に取り組み、感動を味わい、自己有用感や自尊感情が高まっている。来年度も、芳賀中学校
の伝統を守り、学校行事に取り組んでいく。

・清掃活動を通して心が育つように取り組み、生徒の９０％からは「一生懸命取り組んでいる」と回答があったが、教
員の３０％からは十分成果をあげているとはいえないという回答があった。清掃活動における「６つのルール」を徹
底させるとともに、一生懸命働くとはどういう活動なのか具体的に指導していく。

３ 健やかな体をもつ生徒の育成（プロジェクト体）
・ 早寝・早起き・朝ご飯」の習慣化は、教員の取組はよく行われたが、生徒の「学校づくりアンケート」では 「早寝「 、

・早起き・朝ご飯を実践している」と回答している生徒は８２％であった。朝ご飯については、１年生において後半
になって食べてこない生徒が増えてしまった。食育の授業によって、より一層生徒や保護者に働きかけていく。

・体力づくりは部活動に頼っているところが多いが、体育集会を企画し、運動の楽しさを味わわせる。
・インフルエンザ対策については、残念ながら臨時休業(学級閉鎖)が起こってしまった。対策の具体的行動を、養護教
諭を中心に全職員で意識を高めて実践していく。

・部活動の部長会議を実施し、そこで各部の目標を立てさせたことによって、どの部も目標をもって活動できた。しか
し、生徒の「学校づくりアンケート」によると、４０人の生徒が「部活動に目標がもてていない」と回答しているの
で、この生徒に対して個別に指導し、やりがいをもたせていく。

４ 夢や目標に向かって力強く自己実現を図っていく生徒の育成（生き方指導）
・芳賀中版「学業指導の手引き」を作成した。今後これを有効活用するように教職員に働きかけることと、内容の改善
に努めていく。

・生徒の「学校づくりアンケート」によると 「学級に居心地がよい」と回答している生徒は８５％であった 「居心地、 。
がよい」と感じていない生徒が１５％(６３人)いるので、その一人一人に目を向けて、居心地のよい学級づくりをし
ていく。友だちに対しての優しさ、コミュニケーション能力をつけさせ、人間関係構築力を培っていく。また、不適
応を起こしている生徒には、支援教室担当、養護教諭、スクールカウンセラーが連携をとって支援するようにする。


